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24 個の概念、13 個のサブカテゴリー、7 個のカテゴリー、3 個のコアカテゴリーが抽出









 実践編の第 2 章「第 2 研究―育児ストレスとパーソナリティの関連」では、先行研究
でも取り上げられている自我状態の AC・FC、自尊感情、自己効力感、母性意識、育児ス
トレスの関連について包括的に検討している。調査期間は 201X年 6月から 201X年 2月
の 9か月間で、研究対象者は B市・C市保健センター・D市保健所の健診及び育児教室へ

















を検討している。調査は、201X 年 9 月に実施し、研究対象者は E 市幼稚園に通う母親
とその子ども 12 組である。質問紙は、フェイススケール、TEGⅡ（FC・AC のみ使用）、
POMS（Profile of Mood States）短縮版、音楽活動に関する感想を用いたものを配布して
いる。音楽活動前後における POMS の変化を検討するため、「1．POMS の回答、2．1 0
分程度の音楽活動、3．POMS の回答」という手順で回答をしてもらい、ｔ検定による分





の検討から、「AC が低すぎず FC が高い」というパーソナリティ傾向の母親が音楽活動
による気分改善効果をより得られると考察し、音楽活動による育児ストレス軽減の介入



















 2015 年 11 月 11 日、16:30 から 18:00 まで行われた。 
 予備審査においては、先行研究について一覧表を作成すること、自尊心と自己効力
感をパス図のどの位置に配するのかについて仮説モデルを再度検証すること、実践編
第 3 章において事例として取り上げた根拠を明示することなどの指摘がなされた。 
2. 本審査 




























査 1 名、副査 2 名全員が、本論文は博士論文として合格であるとの結論に至った。 
 
3. 専攻委員会による審査 






2016 年 3 月 1 日における大学院研究科委員会において、以上の審査経緯を学位審査
委員長が報告した。その報告内容を審議し、本論文は博士論文(学術)として合格との
結論が全員の賛成をもって承認された。 
